
一紅会講演会

20 年の歩み
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一 紅 会 講 演 会 の 記 録

回 � 開 催 日 一会 場 � 演　　題 � 講　師

１ �
平成10年１月17 日(上)

銀座東武ホテル �

わたしのライフワーク　

「児童文学とのかかわり」 �

尾辻　紀子 氏　(S28

卒　児童文学者)

２ �
平成11年１月23 日(土)

四谷クラブ �
「オウム」と、たたかいし日々 �

井上　幸彦 氏　(S31

卒　前警視総監)

３ �
平成12年１月15 日(上)

如水会館 �

平野忠彦のおはなし �
平野　忠彦 氏　(S31

卒　東京芸術大学教授・

声楽家)

４ �
平成13年１月20 日(上)

アルカディア市ヶ谷 �

近代絵画の流れ　

…バルビゾン派から印象派へ… �

島田　紀夫 氏　(S34

卒　山梨県立美術館館長･　

実践女子大学教授)

５ �
平成14年１月26 日(土)

アルカディア市ヶ谷 �

漫画ブームの夜明けに　

編集者サイドのノン･フィクション奮闘記 �

丸山　昭 氏　(S23

卒　01年朝日新聞手塚　　

治虫文化賞・特別賞受賞)

６ �
平成15年１月18 日(土)

アルカディア市ヶ谷 �

総合エンターテイメントプロダクション　
アミューズを率いて！　　　

独自手法で新人育成 �

山本　久 氏　(S40

卒　㈱アミューズ社長)

７ �
平成16年１月31 日(土)

アルカディア市ヶ谷 �

ベンチャービジネスとして　　　　　　
独自の発展を切り開く　

スピード経営の手法 とは？ �

中村　和男 氏　(S40

卒　シミック㈱社長)

８ �
平成17年２月５日(土)

アルカディア市ヶ谷 �
幕末維新への旅　～私の歴史小説～ �

渡辺　房男 氏　(S38

卒　作家･ＮＨＫエンター

プライス21プロデューサー)

９ �
平成18年３月21日(火)

アルカディア市ヶ谷 �
外から見た日本 �

林　義子 氏　

（S30卒 「いのちの電話」創設

メンバー）

10 �
平成19年３月10 日(土)

アルカディア市ヶ谷 �
隣の国とどうっ き合 う �

渡辺　利夫 氏　(S33

卒　拓殖大学学長)

(講師 の所 属、 役職 は講演当時) 第１回～ ８回は新春、第９回から春に開催

●

いちこうかい一 紅 会 に つ い て

「一紅会」は、甲府一高を卒業した女性が学年を越えて交友関係を深め、さらに東京同窓会に多く

の女性が参加するよう呼びかけ、同窓会を盛り上げようという主旨で発会しました。

平成７年に甲府一高東京同窓会の女性ネットワークの会が生まれ、平成８年３月７日に「一紅会」

として正式にスタートし、平成９年２月1F ］付で会則を制定しました。



回 � 開催日・会場 � 演　　題 � 講 師

11 �
平成20年３月８日(土)

アルカディア市ヶ谷 �

老いを科学す る　

－サクセスフル・エイジングー �

田沼　靖一 氏　(S45

卒　東京理科大学教授)

12 �
平成21年３月７日(土)

アルカディア市ヶ谷 �

中世のトップ リーダー　

～甲斐の国、その素晴しい文化～ �

守屋　正彦 氏　(S46

卒　筑波大学教授)

13 �
平成22年３月６日(土)

アルカディア市ヶ谷 �

言葉の魔力に魅せ られて　

～伝える楽しみ・伝わる喜び　　

豊かなコミュニケーションのために～ �

浅川　初美 氏　(S47

卒　山梨放送　　　　　

アナウンス部長)

14

※ �

平成23年10月10 日(月)

東京ウィメンズプラザ �

どうなる日本の明日　

～報道最前線での洞察～ �

藤巻　秀樹 氏　(S48

卒　日本経済新聞　　　　

編集委員)

15 �
平成24年３月10 日(土)

アルカディア市ヶ谷 �

少子化日本を救う　

「母子手帳教育」とは �

井上　栄 氏　(S33

卒　大妻女子大学教授)

１６ �
平成25年３月９日(上)

アルカディア市ヶ谷 �

子ども達に活かされて　

共に歩む小児科医の夢 �

小口　弘毅 氏　(S45

卒　おぐちこども　　　

クリニック院長)

17 �
平成26年３月８日(土)

アルカディア市ヶ谷 �

万葉集は、　

古代人の「ドキュメンタリー」 �

小河原　正己 氏　

（S34卒　ＮＨＫｒ日めくり万葉

集」プロデューサー）

18 �
平成27年３月14 日(土)

アルカディア市ヶ谷 �
日本政治の昨 日・今日・明日 �

島田　敏男 氏　(S52

卒　ＮＨＫ解説主幹)

19 �
平成28年３月12 日(土)

アルカディア市ヶ谷 �
ウイスキーは「日本」 の酒である �

輿水　 精一 氏　(S43

卒　サントリー　　　　

名誉チーフブレンダー)

20 �
平成29年３月Ｈ 日(土)

アルカディア市ヶ谷 �
脳 の健康とビタミン �

一瀬　宏 氏　(S54

卒　東京工業大学教授)

※東 日本大震災のた め秋に講演会のみ実施

「一紅会」の名称は、甲府一高の「一」と校旗・女子制服の蝶ネクタイの「紅」にちなんで名づけ

られたものです。

現在は、東京同窓会の各学年幹事の方々から推薦された、約70 名（男女共学が始まった昭和28 年

から平成３年卒業までの代表）が年３回の幹事会を開き、同窓文化発展のため 各界で活躍されてい

る同窓生を講師にお招きして年に一度 講演会を開催しています。
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一紅会会長　谷口百合子

平成24 年飯田冨美子様の後を受けて、一紅会会長を拝命してから今年で早や５年にな

ります。本日は、おめでたい第20 回記念講演会～一瀬宏講師「脳の健康とビタミン」～

をこんなに大勢の皆様とご一緒に拝聴出来ます事を本当に嬉しく幸せに存じます。

一口に20 回と申しましても決して平坦な道のりではなく、あの20n 年（平成23 年）3

・11 の半い経験を乗り越えてまいりましたことは忘れる事ができません。

先輩の方々のご努力により、平成10 年一紅会活動の支柱となるべく生まれた講演会が、

一紅会の気風に合って、毎回沢山のご替同とご協力を頂きながら、回を重ねる毎充実した

講演会として20 年も継続してまいりました。綺羅星の如、各界各分野でご活躍中の同窓

生を講師にお願い出来ますのも私どもの大きな誇りです。毎年心を込めて作ってまいりま

した講演会のチラシを、ここにささやかですが、記念誌として纏めました。

お心にお留めχき頂ければ幸甚に存じます。

一紅会は、仲間も増え学年の枠を超えて広く交流しながら活動しています。これからは

さらに若い世代に参加を働きかけ、移り行く時代に相応しい同窓会､ 一紅会の姿を共に模

索しながら、新しいページを重ねて、次に繋げて行きたいと願っています。もとより微力

ではありますが皆様と手を携えて努力していく所存ですので、どうぞ一層のご指導、ご鞭

捷を賜りますよう心からお願い申し上げます。
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第3 回「一紅会」主催

新 春 講 演 会

平野忠彦のおはなし

今回の一紅 会キ偉の 新春 憤演会は、平野忠彦氏 をお 迎え:｡

てお誦 を伺 います。平ｌ 氏は東東蓑痢大孚 教授？ 。我

が国 を代表 するバリトン 歌手であ･J 、蔵近はミ２ －ジヵ

ル「ア ー－ 」のウォーパックス檻で人気 を崎し てil まr 。

オペラやミ２－ジカルくxｓ はもちろんのこと（声の|バ み）

等につい ても独特の・ り口 で、興味深いお話 と唄 が間 か

れそうです。ぜひ値様お哺い合 わせ呪上お 謐しください。

おａ なしの あと は懇観の場 をセ ヅト:.r あ りま１ の で

「一紅会 」の皆様との奮しい一時 をお過ごし ください。
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第4回「一紅会」主催

新 春 講 演 会

近代絵画の流れ
… バ ル ビ ゾ ン 派 か ら 印 象 派 へ …　

誦 ● 島 田 紀 夫 氏

山胴 裏立 美衝加館舞・実践女子大孚 教授の島田紀夫氏 會

お迎えしてお話 竃哨います。島田氏はＮか脅《教育テレビ「日

曜笑衛館 」へのご出素、講演や扇覧会の監修 などで もご

活躍です。今曹のテーマは西洋美禰史の中でも弘 たちに

なじみ深 い近代謐 画。山梨皿立美禰讐のコレ クショ ンと

して話題をよんたバルビゾン漏のミレーの作品 から美術

の流れをたとり、印象派の数々の作品の魅力 を具体的に

お話しい ただきます。無事の午後のひとと き、豊か な蜀

Ｘ）世界壷共有いたしまし ぶう。誦滴のゐとｇパーテ ィー

で同 窓の 僑栢との頴 らい 癒お豪 しみください。
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第5回「一紅会」主 催

新 春 講 演 会

ガブームの夜明けに
編 集 老 サ イド の ノ ン ・ フ ィク シ ョン 奮S §記

脇 師 丸 山　 昭 氏

2001 年i 手母治41 文化冒 ・特別 霜` ｣;騨日新向 社士催) を

受官 さ れた丸山 閣 氏をお迎 えして、お話 を飼います。

丸山 氏 は児杢雄誕一編集者 とし て手 塚油 虫氏 と長く 付き

あい 、 漫面 の 緬時 代 をめざしましたa ストーりーまんが

を麗屁μこ支援し。若い作家たちま一浪に育てる富嘲の口々

秀。著書に も書かれてい ます。

その功 績は 、い ま隆盛 をき わめ る漫画文化 へのÅ きな

ｉｌ とし てたたえら れ、特別賞 を贈られまし た。

今回 、まんが フ・ ンは もちろ ん、まんが をあ まり知ら

な い 人にも 。面 白くタメになる「ま んがワ ールド｣ を話

っ て下 さる とか｡ お 胎のあと はパ ーテｆ － でIH;窓の 儡･

椙との 誦らい を１ 分にお楽し みください。
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第6 回「一紅会」主催

新 春 講 演 会

薦身Ｊンタータインｊンiブロダタシ、ｊ

ア ミjZ- ｽﾞ を ヂ い て ７

独 自 手 法 で 新 人 育 成

爾 師 山 本　 久 氏　

日鰹席業新欄のコラム｢次の100杜｣でも紡介された

株式会社 アミューズ。社長の山本 久 氏は、現在

サザンオールス5;-ｽ･･ 番山群油､ ポルノグラフ、テ4 ，

富田嫡于など162 人の賃名なア ーティストのマネー

ジメントとともに．ｉ 楽・映像・演劇・TV ・出版と

幅広い分好に事業を哀願し、さらには熹人宣梢家の

発掘や圃鳳的な進出にと、将来への戦略を個々と遥

めています。

今回は。アーティヌトたちのＸピソードを交えて、

氏の独自の経営手法などをお話しいただきます。

臍湧の祷のパーティーでは、購姉とともに、同窓の

侮様とのａらいをお楽しみください。
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大賓 な時代でした． それから10 布、爾癩鎚全銅に価累員

ｉ　　　　　　　　　　 ＿．、　 ●－ ．－皿･_・ａ･●－■-＿皿皿』JJ－●－● ・l､000人、中国と韓国にも支社を持つ企黛に成長しました。

成長の秘訣はスピード経堂にあると恋 つてい ます。そのた

めの手段 を驚に工夫していまｒが、人事部の分社化、リク

ルートの手法、牡内の部分最適／全体最適の講和のとり力

などについてお話ししたいと恩います。

~alぞ氏かりのﾒ･｡セージ~

中吋氏は、バイオアドベンチャーの草分けとしてグローバ

ルなご活●をされております。

今富 演会では。中村氏が生き生きとして哺る情熱あふれる

世界へ、多 くの同窓の資さまをご案内させていただ奪ます。

講演襖のパー子可では、講師とともに膀らいの嶋をひろげ、

旧文を温めましょう。
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第9回「一紅会」主催

春 の 講 演 会

外から見た日本
「い のちの電 話」創設メ ンバ ー

議師　 林　 義 子 氏

「いのちの電話.l 倉迦 メンパーのー人と ご.でＨ４

での活● がｓ 年.1991 年 から12 年 圖、露地 修道 会

絶本部の最ぬ責任者 とし てパリで凋ごさ れまし た.!

胃!l珊の今もil か 愈情角 をll て| いのち吟電話 」に

檀わil てい らっＬ¶･い ます．

壽演会でiよ．｛ の閥に訪れ た インド． ルリ ンダ、

チャドなど．ア ジア．フフ リカ紡ｍ９ 人々との 交流

を遭l. て 、外か らＱ た［l乖に つ1･ て峡 僧 を交 えて

お話 Ｌてくだ さいます.

Å 閥の 尊凛を 深くＱ 徊ｉ た秤氏のお 話 は１ ９とg.

たちの￥器に 触れるもの があるでＬ よう．

● 漏の 優は 、パー デノで 汲蝉 とご一 絹に 、同窓

の皆 様との諮ら いをお楽Ｌ みください ．
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Ｂ ● ：亭威１９年３ ｓ １ ０ ａ( 土)

１３：０ ０～ 了●：００( Ｉｚ：３０ 筒魯)

● 賃；４, ●●＠拷

●板會(ロリボヅブ/1－ティ)費を會む

●餓●, ●童を●●Ｌてお￥ます.

● 場：ｙ 轟,fl 學 ４？ 申 ●魯(ｓ 黍よ匍

３ Ｆｓ ÷ａ 爾

挙ft爽風ｔ ●↓４１ｓ( 塞皿●池塵●鐘)　

T讐Ｌ 謔s ９¶･俑ま¶(ft)

・Ｉ･ 大庸のお●事1ま､・ｔ1 量ａ_t 會ＬまでIｘ

圃齢丿哺 今Icで魯皿44 喰し寥す.
－ 一 一

f㎜ 興富●11p)？４輿φi抒●J.

會會４４１↓ｓｓ基･1111 ↓７●騰l萌･○動Ｄ ●・●●
ｕ ｓ- 鎚 ａ ●帽 檻仙Ｍ､ ｓ●・ ｕ ｕ･

－．１．．．塵酌 ●ヶ●機 動●ｔ
・ 、

一艦金堂機軸皿裁r會のまま轟l
中 世 の ト ッ プ リ

- ダー
～ 甲 斐 の 爾 、 そ の 涙 嘱 し い 文 化 ～

私たちはふるさとについてどれだけ知っているでしょうか。

近年､大河ドラマの 彫響で甲府の街には風林火山の皿がはためき､日本中の注目を集めました

けれども､それだけではありません｡ 実は日本の中世文化は､ 根からではなく､甲斐の国から発信

され伝幡されたと知ったら｡わくわくしませんか｡ 甲斐の薗には､ ●を友ぐほどの知られざる素晴し

い芸術文化があったのです｡この講演で､ふるさとを再免見し.r 山梨に生まれてよかった』と思っ

てもらえることを薫っています

載涙大伊
・ 授

－ａ 守 屋TF 隋 ａ

－46 早嘩j
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プ ロ フ ィ ー ル

１ｑｓ ２年 山 馥 県 に生 ま れ る。

田 佃４６年 甲 府 一 高 卒 集 。

京 教 育 大 学 大 。＆ 。 南 学 研 究 科jl 噺

学 専 攻 修 了 、呻 士( 叢 蕎零) 。山 東 県

立 貪 衛Ｓ 零 藁 課 轟を 鰻 て､ 筑 波 大 学

大 学 魏 人岡 皿 古 科 学

碍 究 科 教 授 。

著 會

rすぐ わ かる 日 本 の 仏 皿 輿 術･ 彫 刻 一輪 圖･

工 叢･ 建 餓｣1 すぐ わ か る日 本 の 雑 闘Jr 近 世

武家 月 像暴 の 研竟jr 日 本 美 術 爵爾 事 典｣

日 時: 平成21 年3 月７日( 土)

13:００～16: ３０(12:30 開鳩)

輿演会(13:００～14:30) 終了後，

引き続き観観会を行います

会 費:4, ０００円

懇観会(ロリボッブパーティ)費を含む

・飲み物, 鰹食を用言しております。

会 鳩: アルカディア市ヶ谷( 私孚会館)３Ｆ 富

千代田区九段北4,2,25(下記地図参欄

東 京 メトロ 有 楽町 練･ 粛ｔ 輪 市 ケ 谷駅AI-1 世 口 槌 泰２ 分

魯 曾 地下 餓 飯 會 翰 市ヶ 谷 駅AI-1､ Ａ４出 口 概 参２分

JR 中 失･ 総 武 練 市 ヶ 番・ 徒 歩2 分

4,000 円 質 親1 ぞ（ ロ ノポ ヅヅ バ ーｙ.1;曹 を観 ，

● 飲 物 ． 鰹 良 を ｑ ・1. で お 卜 ま「

●　 蜀

ルカディア市ヶ谷! 心学ｉＸＳ.･3F富士の 聞
千代ＳＸＭなお4･2,25渚・の地図ねｔ･

１Σ1､03-１２＆1,9511;代）

l蜀 １ １ 酋'｢ 一 紅 会｣ 主 催 春 の 講 演 会

●●●●●●●●●●●●●個丿●●噛●●･●●■●●･●･●■■■■･●････●

老 い を 科 学 す る

ー サ ク セ ス フ ル ・ エ イ ジ ン グ ー

人£ｇ ｇ ぴ害lj と 死 どｑ ｓａ ので£.Ｊう洗

ｆｇｕ てT惹ｓL/ 旅 寄ぎ壽拿ａｌｊ]16、 しｘy６ｆ ａ ａｓ でｘ ａｌ 晒７の ひ４£ ぴ５雇ｗ 乙、

71 二ａａ 差丿ぎ腔 館 ず115ご と£よ フ 乙 ｇ ａ りて;白煮∂管 魯ij4 の直力91 淀ｒぐＪ ・ ‥ 。

１？2g ｓg15 ｒざ61L/ 伊f 鳶y ｎ ｚａ ぐ｡ λj 騏r ｓｊ ６ｊ･2だ 右 コと ち鳶 曹ｓ7 膠り 撒y 。

‥ ・f 鳶 哭遡 ●ａ 二７戚 ンの 叙癩り £ 忿 素Eり･z忿ｓ 哨 町 一発ｆ 次

:鴬,la

-

【プロフ ィール】

東京理科大学業学部敦授、岡ゲノム剛業研究センター所長。

１９５２年山梨県甲府市に生まれる、

昭和４５年甲府一高卒業。

東京大学大学院薬学研究科博士課徨修了。輿学博土。

米国国立衛生研究所（ＮＩＨ）研究員等を経て、

１９９２年東京理科大学薬学郡教授･ 専門は生化学、

細胞の生と死を決定する分子メカニズムの研究をしている。

著書:

rアポトーシス 禰誘の生と死J （講談竃）1－

r遍伝子の夢 死の意味を哺う生物学j （日本放逐協食）1田７年
「アポトーシスと医学」（羊よ 社` 11gｘ遥毒

r死の起瀬J t･翻日爾書3t 舗日斯腎社）ａ）ｏ,年

rヒトはどうして老いるのかj （筑草叢月）ｘxj〃

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● a ●● ● ●● ■ ● ● ● ● ■ ■ ● ● ■ ● ● ● ●● ● ●● ● ● ● ●

＜ 会 場 案 内 ＞

日 輪 ７早成 Ｚ Ｏ 年３ 月Ｓ 日( 土)

１３：００～１６;００( ＩＺ;３０ 舞場)

講演会(13･００～14:30) 終了後、

引き続き愚親会を行います。

舎 費：４. ０００円

●親●(ロリポッブパ→ イ)費を會む

千代田区九段北4-2-25( 左記の地図参願)

TEL 034261- 軸2s( 代)

出席･ 欠席のお返事は､Ｚ 禰10at 皿}までに

願細八ff奪17ｒｋ圖い1.s卜1, 會ｔ ．



日 舞 ｘ平威22 年３ 月６ Ｂ( 土丿

徐 ００～葛ご30(12=３０輿場)

高温１(IMx) ～14=ｘ)}貧了警鐘糧食

食 費 ＝４ＸＸＸ》円

皿 者０ 痴 プバー列 費を就

●飲み●､馥貪奄鴫● ております．

漁 場 ｘアルカディア市ヶ谷(私誉者皿)　　

３Ｆ 富士の輿

千代田・九段ｔ44- ａｆＴＸμ&簒UI口

ＴＲ ａ- 艶糾一郭21flt}

●東 再｛ コ 驀驀Ｅ魯 鷹ｔ 皿 市ケ谷●4卜1 出口 儀多 含分

馨満 匂Ｔ鶴 ● 毎鯵 帛 酋々撃 斟-ｔＭ 榔○ 喬 參き分

凛 ４咄･ 檎武雄 愚 僧 乖 甕番 扮

第14 圖「一紅會」主催 講演会

4; ｀ う ９ 恭 ａ 本 の 明 ａ

～ 報 道 最 前 線 で の 洞 察~

東日本大霞災のため竃期されていました講演會がいよいよ醤催の運びとなりました。

この間多くの方から実施についてお胃い會わせいただきありがとうございました。

東日本の復興を祈りつつ、藤●氏に震災後の日本を童望していただきます。

グローバル化がｔ適に進み､ 世界情勢の変化が日本を直撃する時代になりました｡ デフレが

続き､唖済が竃迷する日本はこれからどうなるのでしようか？今日の新しい世界験序は２０年

農の冷章崩壊から始まったと言われています。ペルリなの童やソ違の賜壊を珊地で取材、現在

編集委員として日本の新しい経済社會トレントを追いかける氏の鏑演にご期待ください。

日 本経済新飼編集委 員

講師 麗 魯 秀 樹 氏

平城２３年１ ０ 月１ ０ 日（枇･ｌ ）

１ ４ ： ３ ０ ～１ ６ ：０ ０（・・ １４：００ ）

會11000 円ロリボッブパーティはありません

●●　 東 京 ウ ィ メ ン ズ プ ラ ザ

地下IF 拿－ル

取番区神官善５－53 －６７

０３-S487-1711

S21 ご1‘ “`　 ／
欄鴫連皿をした．　 ｆ ．＝

‰ 。

- ● －

. j ･ ･ . I ’ ･ 可

垂魯●

柵

一 一

共 に 歩 む 小 児 科 医 の 夢

講師 おぐちこどもクリニック院長　 小 口 弘 毅 氏

言葉の魔力に魅せられて
～伝える楽しみ･伝わる喜び

豊かなコミュニケーションＱために～

人と人とのつながりに、言 竃は大 きなカをもっています。

「どうしたらより泳く伝えることができるか ？｣を自分に 問い ながら､インタピs －アーとして、

人と関 わり続ける浅 川如 美 氏に、言 葉の魅 力につい てお 話していただきます。

方 言もまた､ 身近で味４ｓ ｖ)あるｺﾐ｡ ニケーシ・ンの道具です｡ 標 準ｔtl ま い せａs ヽ

書葉の機 微を伝えることができます。甲州弁 の罵いがけない 勣用も文えなからのお話は、

き
うと曽 櫨

を豊か な書案 の世 界へいざなってくれるでt よう。

ツし

山爽放送アナウンス部長

浅 川　 初 美 氏

こ?ｔ ワ ｒ 一弔

垢竃皿９ 年 吐鳶l帰に 生 ま れる

ー 一 肖 回･ 一 一

製 缶 坪 吐鳶 糎 逢入ｔ アヂ フツ サ ー 菌３３を零

璃 在

－ 一

山 寵讐ｔ ｔ ？ 沁 川ｓａ Ｊ

皿 裴「こ3ミ コニ ク ーシ３ンの 技法 」

四 曾絹

rＹｗﾌｰfF こ. ユー ス』 月 ～番 ｔ 笏～ － ぷ

Γμｉｉ. 皿 丿 厚月 四 ｗ ～ 恂0

出霧･欠 席のわ返●は Ｘ月 ６曰 くｔ) までに 冊封はがきにてお吼 小 だします，

東京周窓会哨 で゙句受け付けます． 吋り=ﾉﾉ騨妁fぶS呻 皿々 , が・fH 脚 ｅか 加xl軸●

第１５回「‐ 紅會｣ 主催 ●の講演会

舛 佃 本

を

●jSIT 肝 丿隋 館｣
七 鯵　jJS

鼓 趾 球 酬 似 耀々 和 耳鯉 楕 膠 μ Γｐ耽　
書煮がr 母子手蔵/ か母壽と－SXご蘆會が6g £.診ｊことな菱事Ｓλ庸●友Zご

＆ゥて'£心なXごズ41なことlyあ１かｊ　

摩孝壽Ｓメンタルヘルスだけで1なぐ、子貪瀦摩赦ji.鳶席な夕･ＦｔＳ海曹駒ご
曹がダ．Ｓ凛Ｓ原液Xご療窟が冨ぐ‥ －ごの疹鳶を鳶酋ｕn･6 っむゃ１免lf

羞塗Xご£ｇぎ寿いＸた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q

��ここnl
��~S-ミミー9=U一－-ｒ友

����● ｙ 皿　 ｌ
��J一一■a皿溢血jﾑﾌ』

㎜ 祉珊ft蓄魯3､1支珊とｱﾚ;二;二こ:｀゙ ;l゙ j ‘“ ’゙　　　　
。 .　71

『

ｊ
�　

日 略ｘ早威１４年3 月１０ １ は１　　　　　

１●：００－１●；●○り ま；●０圖匈　　

●●●（ＩＳ丿〇〇－１４：３０）魯了食　

引き親き皿世會を斤ぃます．　

● ｌ ： ４．０００円　　　　　

㎜ ●（口９ボッブ,←予ィー｝費を會む　

●み●､ｔ 貪を常皿Ｌてお￥ます．　

● ●： アル舞ﾁﾞ･fy●ﾔ 魯（嵐●倣 ）　　　　

SF 富t ●興　　　　　

千糞霜皿丸裁t4-2 一落（右記皿 今●）t　

Ta 櫛-ssl - 僣21 （民）

����　　兄レぶ齢／　　　　．

ぎ 斜 ダ ハ ニ づ ぶ ｻﾞ

����㎜ＸＩＳ會四鳶・廊t●●ャ-ＣＩ〃●ｓ㎜●夕ｌ曹

齢･寸y●奢W ●卜郡家薦１寥た●４｝
・ 聯●ま會

ａ●●●嗜●夥事i串ャ・－●ｌ曹

乙 ‾‾
禽席・欠會のお返事嫁Ｚ月11回1虚｝までにてlt・t4ゝ たし寥す．　　　
無 無　　　

家家青富●平威２４年●番参事●●tt●:力w･ 瞰町卜奪●/）でも費叶甘抒ます．

¶匹 年 山 四| こ・ ｌ ｎ ａ

７３ 毒甲 磨 一罵 革 貴。 雙・ 大字 文字 審 仏ヌ1●卒業　　 噛1r“ ～･ － I ，心 －･t ｗ ｗil －

SXr ●111a;Sil;;;j: 雷!11;1;1; 昌;i

■S!　　j
●；」・ 皿 －●ｔ ●● 啼・ｇ! ’μ=7●ｓ ｆ４ ｙ･1’●,1啄1ｒ=_l

可・ ）な 芒 頷し11君 莫 遭愈卜t. ン ドｌ 睡 剱 －輿 筆，　 ｔ ｀陛 豪 哩禅 ’ｔ ● 阿魯 ’！‘1 佃 ● 支 蕎４ｔ ｌ ｔｉ ・ ｊ

（迫 弩・ Ｂ 藁ブラ ジル4 ●･l 皿7s 世警 傭● ●・･ ・

● 鰻観、10 年ほ アジ ア嘉 男

躯 の僅 み込 み 駒 を 裏＆

● Ｓ

「 シラ クの フ ラン ス 」（日 本 経済 摯 瞰社 ）、

「 騰魯 に出 廻 弩 済学 儡茫 ５ 」（ 中 央 大字 出 坂廊 ）、rl

し市 日 冪 の 暗闇 に住 ん でみ る 」

（ 只蕃 、日 本 経 済新 筒 社?、　 旭 多 数あり

lｊＳ６お●込み4ま９月 １日( 木) ～ ９月３０日( 金) までに

各学年善事または、下翼 担●孚年Ｈｐアドt･λまでお・ ４･たします．

員．皇㎜ ａによ剱會員l圃●を輿重た堰會.－ で●9 て●曼冊會●↑さ世・lil･la4可麹倣濾●ｌます．

担当孚年ＨＰ{htt ｐ:μ4斟1・i.禰b.fc2. ｃx隣り

章16日「一紅会」主僊 春の爾演会

子ども達に活かされて

ま して や 傷 痍 噂構 害 を 魯 えた 子ど も た ち を 取 り 巷( 珊・t 士･･・？ そ の 重 農 の ● い4ま･･・？

私 た ち は ど う● わっ たら よ い の で しょ う.r どん な 子 ど もも し あ わ せ4 こ!Jｙ ● い な が ら

ひ と すl・r ● 吉 見 の 警 盧丿 支 書 に 取 り組 ん で こ ら れ壬 小1コ 隻布 に 叙 羞 を し て 耳き ま す。

日 時 ： 平威25 年3 月９日( 土)13800 ～16:30(12jO 圃 場)

霧 満会113S} ～14 こ30)引き畿き●● 会を行います．

会 費:4. ０００円 観暴会(ロリボッブパーティ;・を含む 飲み●､軽食を用意しております

会 場 ： アル カディア 市ヶ谷( 私学 会 館)3F 富士 の 間

千代田区入段ｔ４-2-25{下記略図参璽}1ﾓL 03-3261, ９921

出席･ 欠席のお 五事は2月9B 吐;まで1

ｒ皿舅はかきにてお● いいたします.

・ でも膏砂封廿輩す.k,ψx
ミ, Ｍ１４１ｊ･/

●康メトロ 毎皿 ・ ｍ ●ｔ 魯●轟1-･魯口 皿夕 ２脅

● 言句ｉ● 事●● ●ヤ画事轟１-１､Ａ４- 贅争２ 分

讐● ２９
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第17回r 一紅会』主催 ●の講演会

扁r
μ

二=j

彩 劣 羽

瞥

正己 氏
゛??S………iｲ’

､小 河 原　 正 己 氏 子ｓ

(ＮＨＫ ｒ日めくり 万言●1 プロデューサー)

卜 心 ｙ‥j.･ｉ･ぷ ｄ４ ン ご･迪 ダ･jt･: ぷ べｙ.｡

万彗●ut.８本に騰存する●古の萄歓集です.歌集としての魅力は言うまでもありませんが、

万葉集は．まさに古代の「タイムカプセル」であり、万葉の幡代に生きた人々の６や●らしの

「ドキュメント」でもあります．

ＮＨＫ在轍鰭、ドキュメンタリ ー●纏辱の柵作に皿り絹んでき茫小用●プロデューサーに、

「ドキュメンタリーとしての万雪●| を腸み麟いていただきます．

日 時 ：平 虞 Ｓ 年 ３月 ＳＩ （土 ）13: 《X）－16:00 （12: 加 闘 ● ）

魏浪●113: ●》～14: 匍 ●徽 、llさ 輿き凰●●をfi います

舎 費:4.0 傀FI

●輿･ ｛・ リボッブ･ バー予４｝●を會ｔ 銚みｔ ●重を趣鷹1.ております

● ● ：ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ谷 （私孚 ●館 ） ３ Ｆ 富 士 の 間

苧ａ興●負●雪1- 卜・　11 ●･11繭1¶●ITI｡ ●・14 笥　　 ．･．．_Ｊ

Ｓ
朧 鱒 プ ロ フ ィ ー ル

・ 勧 加 旱 、 甲 府 嵩 帛. 嘔 御 薦 筝 、 ●ｓ 大 ｑ Ｓ 文 料 家 憲 ●､ 腱 竃 入 鳳

教 冑. 鮒 警 、l吽 〃 ン タ ター 毒 拓 ｅ 剔 軌

主 傘 圃 作 ● 姐x 喘 Ｈ Ｘ 特 集 』｢ ヒロ シ マ･ ド 考 ．メ ン タS －lll 嘲 葵 謙 輔｣｢
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第20回記念一紅会主催 春の講演会

脳の健康とビタミン
講師 東京工業大学生命理工学院 教授 一瀬 宏 氏

心 の 健康を 保 つことは難しく

心の癖に併んでいる人も増えています｡心の卿はどうして＆こるのか､感情はどのよう1こ

コントロールされているのか､最近の研究ではどこまでわかっているのでしょうか。

脳 の働きを支えている仲経伝達物質の代謝について研 究してこられた粛師に、

輿師プロフィール

昭和S4 年 甲府一寓卒業
昭和58 年 東裏工業大学瑞学部化学舛卒衆

昭和･O年 間大孚大孚魏翰會理工孚研究科圭●化孚専攻●士旅程修了

旱蔵元年 ４古・大字大孚賄底学研竟科生化学篤‐ 専皿博士●程修了

名古屋大学医孚弧 藤田保砲噺生大学総會医科孚研究所にて
ドーパミン及びどオプナリンに隣する分子生物学的研竟に後事

旱歳６年 ドーパ反応性ジストニアの原因遺伝干を発見
平蔵15年 東東工業大学に勤務

平虞25年 日本ビタミン孚金賞受賞

日 時: 平 成29 年3 月11 日( 土)13 加 ～16:00(12:30 開 場)　

講 演会(13:00 ～14:30) ●了●､llき●いて●●●をfiいます．
会蝸: アルカディア 市ヶ谷( 私学 会館)3F 富士 の間

東京都予ft扁匯・・ｔ４･1-IS TELSf32SI-勅11
会 費:4.000 円(●観童ｌを會む)飲み物･糎１をごｌ・しております．
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一 紅 会 事 始 め

前一紅会会長　飯田冨美子

大好きな一紅会､ 平成７年に創設され今年で22 年。主催した「春の講演会」

も20 回の節目の年を迎えました。

当時は東京同窓会への女性参加者も少なく、組織の拡大と活性化を進y）るこ

とを目標に、当番幹事として手探り状態で女性ネットワークを立ち上げ､ 会の

名称決定､会則の制定､活動基盤である事業方針や事業内容の検討に取り組み、

研錯と絆の場として［講演会］を事業活動の主軸に平成10 年に第１回講演会

を開催したことに始まります。

以来今日まで継続して開催して来ることができました。その結果東京同窓会

への女性参加者も増え、活性化に大いに貢献できたと考えております。

この度第20 回の記念講演会ができますのも同窓生の多くの方々から力強い

ご支援とご協力を頂きましたこと､講師の先生がたの専門分野における奥深い

講演内容が我々の向学意欲の琴線に触れ大きな感動を沢山頂いたこと。衷心よ

り感謝とお礼を申し上げます。

F女性の会では参加者は女性に限定したらどうか」とか「同窓会と近い開催

日は同窓会参加者が減るので変更したほうが良いのでは」などのご意見も頂き

ましたが､この講演会は男女問わずに聴講していただけたことが多くの方々に

共感され今日まで回を重ねることができたのだと思っています。さらに、継続

の原動力になったのは毎回多くの受講生たらから「とても素晴らしい会でした

ね。来年も期待していますよ」との力強い一声に後押しされたからに他なりま

せん。

“継続は力なり”、第20 回の講演会を機に講演会形式 を基底に時代の変化

を先取りして新たな展望に向かって再考することも必要な時期に未ているか

もしれません。一紅会の未来に大いなる期待と乾杯を！！

へ ．_ ．_ ．_ ．_ ．_ ．_ 一 一 一
● - ● - 一

一 一 一 一 一

第１回 ―紅会講演会

平成10.1.17　　

銀座東 武ホテ ル
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女性ネットワークの会発足に寄せて　 一紅会会長 渡辺圭子

今年女性ネットワーク「一紅会」が発足致しました。初代会長として推挙をいただき大変

光栄に存じております。世の中の価値観がすべてひっくり返り、ホヤホヤの六三制教育の新

中学生、そして甲府一高第一回女性卒業生と私の世代からすべて新しいものの洗礼を受けな

がら、いつも前向 きにとなにごとにも夢中になって生きてきました。還暦を過ぎてから又々

一紅会と云う新しい風の中に立つことになりましたが今までの在り方を変えずに、自然体で

楽しく参加してゆきたいと思っております。戦争のない時代が半世紀をすぎ､高度経済成長、

バブル崩壊、ハイテクソフトウエア時代到米とめまぐるしく変わり、政経混迷の情勢の中で

今、女性が感性をキラキラと輝かせて魅力的に生きているように見えます。一高を卒業され

た女性も昭和二八年からすでに四千名を超えました「日々新たに」の言葉のもと大先輩の方々

が築いてこられた伝統を引きついだ女性たちが家庭に社会に一層輝きっづける存在であるよ

うに一紅会がお役に立てる事を願っております。　　　　　　　　　　（日新鐘第３号より）

甲府一高東京同窓会女性ネットワークの構築に向けて

「女性学年代表者の集い」開催ご案内

（平成７年７月･創設時資料より）

甲府一高御卒業の女性の皆様には益々お元気にてお過ごしの事と存じます。

甲府一高を卒業された女性の総数は、最初に男女共学となった昭和28 年（第５回生）から4000

名を超えました。:束2京圈には約2000 名の卒業生がおられるとのことですが、例年行われている「甲

府一高東京同窓会」への参加者が少なく、今年は１人でも多くの女性の方々の御参加を呼び掛けた

いと思っております。

昨年の総会時、関口稔夫校長先生からの熱いメッセージ、さらに当番学年（S32 卒）からの強

い御提案もあり、ここに「甲府―高東京同窓会女性ネットワークの構築」の為の「女性学年代表者

の集い」を計画致しました。

おそらくクラス会や学年会へは何時も御参加なさっておられるとは思いますが、この度は縦のネ

ットワークを構築する事によって､ 学年にはないより一層巾広い懇親を深めることができるのでは

ないか、また仕事の面や家庭・ボランティア等あらゆる社会のなかで御活躍しておられる方々がお

互いに情報交換しあうのも大変意義のある事と考えます。

貴方様を「学年の女性代表者」として現在の学年理事様よりご推薦いただきましたので、下記の

通り御案内申し上げます｡ 当日は皆で　ＷＡＩＷＡＩ／ＧＡＹＡＧＡＹＡ　やりたいと考えており

ますのでお気軽に御出席下さいますようお待ち申し上げます。
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